
                                                                         

 

 

【日 時】 令和７年１１月２０日（木） １５時００分から１６時３０分まで 

【場 所】 苫小牧市役所 ５階第２応接室 

【参加者】 ●定住自立圏共生ビジョン懇談会委員（１３名） 

  高澤座長、原口副座長、外囿委員、倉地委員、野宮委員、原委員、山田委員、高本委員、

新保委員、横澤委員、西嶋委員、村田（貴）委員、村田（奈）委員 

      ●苫小牧市 

町田副市長、茶谷政策推進室長、大宮政策推進課長、水谷政策推進課長補佐、 

志田主事、三木主事 

      ●厚真町  

       まちづくり推進課 矢代主査 

      ●安平町  

政策推進課 三上主幹、田中主事  

      ●むかわ町  

総合政策課 前田主査 

      ●白老町  

企画政策課 榧野係長 

       

   議 事 内 容    

 
(1) 開会 

 

(2) 委嘱状交付 

 

(3) 委員紹介・事務局紹介 

 

(4) 副市長挨拶 

 

(5) 座長・副座長選任 

  【高澤座長、原口副座長が選任】 

 

(6) 議事 

 

 

令和７年度 

第１回定住自立圏共生ビジョン懇談会議事概要 



 ①定住自立圏について 

【事務局より説明】 

定住自立圏とは、地方圏において、三大都市圏と並ぶ人口定住の受け皿として、中心市と周辺市町村に

よって形成される圏域を指す。 

これは、住民の生活環境が密接に関係している地域を一つの圏域と捉え、定住のために必要な生活機能

を圏域全体で確保するため、役割分担を行いながら、全体として魅力あふれる圏域を形成していくこと

を目的とし、総務省が平成21年に創設した制度。 

定住自立圏は現在、全国で131の圏域が形成されており、道内においては14圏域が形成されている。 

東胆振定住自立圏においては、苫小牧市が中心市となり、白老町、安平町、厚真町、むかわ町の４町と

協定を締結。定住自立圏共生ビジョンを策定し、協定に基づく取組を推進している。 

定住自立圏形成の経過については、まず、一定の要件を満たした市が「中心市宣言」によって圏域で中

心的な役割を担う意思を表明。これについては、平成26年７月16日に苫小牧市長が中心市宣言を行い、そ

の後の平成27年２月・３月の議会で、協定の締結についての議決を経ている。 

そして、平成27年３月24日、中心市と連携の意志を有する４町それぞれが「１対１」の協定を締結して

いる。 

その後は、協定内容に基づき、共生ビジョン懇談会での検討や、各市町の議会、パブリックコメントな

ど、様々な御意見を参考に、平成27年10月に「定住自立圏共生ビジョン」を策定。 

これまでにも「協定の一部を変更する協定」を締結しており、これに基づいて取組を追加するほか、随

時ビジョンの更新を行っている。 

なお、ビジョンの期間は５年間としており、直近では本年４月に更新を行っていることから、現行ビジ

ョンの期間は令和11年度までとなっている。 

東胆振定住自立圏共生ビジョンの概要については、６項目から構成されているが、なかでも、具体的な

取組については、人口定住を図るために必要な生活機能を確保するという観点から、協定に基づき『生活

機能の強化』、『結びつきやネットワークの強化』、『圏域マネジメント能力の強化』の３つの柱を軸として

定めている。 

共生ビジョン懇談会における議論の視点については、委員の皆様には「具体的取組」について、魅力あ

る圏域にするための「さらに充実させる点、新たに加えるべき点」という視点から御意見を頂戴したいと

考えている。 

本日頂いた御意見についても、１市４町において、担当部局も交えて検討を行い、ビジョンをさらに良

いものとするために参考とさせていただきたい。 

 

②令和６年度の取組状況について 

【事務局より説明】 

令和６年度の取組状況について、３本の柱に沿って概要を説明する。 

なお、本件は令和６年度までの前ビジョンに対する取組状況の説明となることから、皆様にお配りして

いる現行ビジョンとは一部内容が異なっていることをあらかじめご了承願いたい。 

１本目の柱である『生活機能の強化』では、６分野、全12項目の取組を実施しており、KPIの目標値に

達した取組は７項目、未到達が５項目となっている。 

目標に到達した取組としては、『「教育分野」に係る図書館相互利用の促進』や、『「防災分野」に係る防

災体制の充実』などが挙げられる。 

これらの取組は公共施設の効率的な活用につながっているほか、圏域全体としての防災意識向上に寄

与していると評価している。 

一方、未到達の取組としては、『「医療分野」に係る医療情報のネットワーク化』や、『「環境分野」に係

る循環型社会の構築』に関する取組などが挙げられる。 



これらはいずれも、コロナ渦の影響による医療機関の閉院増加や外出控えによる家庭ごみの排出量増

加などが要因となっている。 

２本目の柱である『結びつきやネットワークの強化』では、５分野、全６項目の取組を実施しており、

３項目が目標値に到達、３項目が未到達となっている。 

目標到達の取組としては、『「地域公共交通分野」に係る地域公共交通の維持確保と利用促進』や『「交

通ネットワークの整備促進分野」に係る圏域内における交通ネットワークの形成』などの取組が挙げら

れる。 

これらの取組では、広大な圏域における移動手段確保のため、自治体間を結ぶバス路線を５系統維持し

ているほか、圏域間を快適に往来できるよう、交通インフラの整備を進めるため、国への要望活動を継続

的に行うなど、圏域住民の足の確保に努めているところである。 

一方、未到達の取組としては、「地産地消の拡大」に関する取組などが挙げられる。 

本取組は「東胆振物産まつり」と「東胆振地産地食フェア」の合計売上額をKPIに設定しているもの。

地産地食フェアは苫小牧市と商工会議所による実行委員会が運営していたが、令和５年度に実行委員会

が解散、令和６年度からは商工会議所単独での主催となったため、当該KPIに含めることができなかった

ものである。 

この経緯を踏まえ、現行ビジョンにおいては、物産まつりの売上に対する目標設定に変更している。 

最後に、３本目の柱である『圏域マネジメント能力の強化』に関する取組では、本分野の取組として、

圏域内の職員全体の資質向上を図るため、計７回の合同研修を実施してきた。 

目標値である10回には及ばなかったが、これらの研修では、主に人材育成や接遇など、職員としての基

礎力向上に加え、圏域間職員のつながりを深めることで、連携の推進にも寄与する、有意義な取組となっ

ている。 

 今後は、こうした成果を踏まえ、研修の機会をさらに拡充し、目標値の達成に向けて取組を推進してい

きたい。 

 

③意見交換 

 

・座長 

各分野の委員に来ていただいているため、各分野において１市４町で取り組めること、または取り組ん

だら良いと思われることなどを自由に発言してほしい。 

 

・委員 

圏域全体の地域課題としては、医師の高齢化も含めた社会全体の高齢化や、医療ニーズの増加があるほ

か、苫小牧市医師会管内の医療機関数も現在は約90機関となり、10年前と比べて減少傾向にあることも

課題である。 

現在、行政と連携し、医療DX化を推進しているところであるが、各分野の意見を聞いた上で、さらなる

問題解決につなげていきたい。 

また、地域医療連携システムについては、まだまだ整備が不足している点もあることから、様々な意見

をいただきながら進めていきたいと考えている。 

 

・委員 

医療のネットワーク化という話が出たが、福祉においても一緒にネットワーク化を推進していきたい。 

高齢者見守りSOSネットワーク、これは認知症の方などが徘徊によって家に戻れなくなった時に、警察

を含めて捜索するようなネットワークだが、福祉関係者だけではなく、住民全体の関心が必要。 

現状値と目標値に差がある取組でもあるため、もっと進めていかなければならない取組である。 



成年後見制度は、自身で契約行為などを行うことが困難であり、日常生活に困っている方を対象とした

ものだが、相談件数が多いということは、それだけ困窮している方が多いということ。 

利用支援体制の充実が求められると考えている。 

 

・委員 

地域ブランドの推進については、やはり東胆振圏域に存在する自然や歴史、文化、食、観光地、特産品

等の地域資源を活用した上で、インバウンドを含む観光入込客数や交流人口の増加を目指すことが重要。 

現行のビジョンでは東胆振ブランド創造協議会のSNSフォロワー数の増を目指しているが、フォロワー

等を活用しながら、各関係機関と連携し、地域資源の向上やPR活動などの情報発信拡大に努めるといっ

た取組も必要と考えている。 

白老町の話になるが、ウポポイが開業から５年が経過し、累計で160万人の来場者数となった。 

さらなる観光客の増加を期待したい。 

また、コロナの影響から４年連続中止となっていた「白老牛肉祭り」が昨年再開し、今年も含め２年連

続で開催できている。やはり集客には祭りの開催は欠かせないということで、今後も東胆振地域におけ

る各市町の祭りやイベントの継続開催を期待するところ。 

それと鳥獣害防止事業の推進について、白老町鳥獣被害防止計画を参考にお話しさせていただくが、エ

ゾシカやアライグマなどによる畜産農家や野菜農家、家庭菜園等への被害が増加傾向にある。 

また、街中でもエゾシカが確認され、列車と衝突するなど、生活環境への被害も増加傾向であることか

ら、今後も鳥獣害防止対策への取組は重要と考えている。 

 

・委員 

防災訓練や会議が頻繁に行われており、目標値も大幅に超えていることからも、防災体制の充実は図れ

ていると評価している。 

他に防災に関係するところでは、厚真町内はもちろん、苫小牧市においてもヒグマの出没が相次いでお

り、例年と比べると出没数が異常に増加している。 

先日、学校運営協議会に参加した際、対策グッズとして熊スプレーについて話をする機会があったが、

万が一に備え、各学校への設置も検討が必要と考えている。 

しかしながら、全国的に品不足状態となっているのが現状。被害が出てからでは遅いため、地域での見

回り強化や登下校時の注意喚起など、早急に対策を示してほしい。 

 

・委員 

圏域全体として、上下水道の老朽化に関する更新工事は、１市４町で協力し国に要請していかなけれ

ば、いずれどの地域においても下水処理が間に合わなくなるだろうと予想している。 

上下水道の更新工事、施設の更新については早い段階から地形等も研究する必要があることから、圏域

全体で要望準備を推進していくべきだと感じている。 

また、環境と関係ないところであるが、１市４町での合同研修にはすごく効果があるのではないかと考

えているため、合同研修をたくさん実施してほしい。 

もう１点、地域公共交通と医療分野の関係から、人口減少や医師不足はこれからますます進んでいく。

また、AIの発達により医師が不要になるのではといった話もある。 

そういったことも見据え、医療機関はネットワークをつなげる必要もあるが、同時に主要病院へのアク

セスを確保する地域公共交通の在り方も早期に検討すべきだと考える。 

 

 

 



・委員 

公共交通の在り方として、運転手不足と運転手の高齢化が最大の課題。 

当社においても、平均年齢56～57歳と高齢化が進んでいる一方、若手不足が深刻な課題である。 

公共交通をいかに守っていくか、この点について圏域での連携を図る必要があるほか、人手不足は他業

種でも共通であるため、圏域に若者を呼び込むための施策検討が必要になると考えている。 

 

・委員 

他の委員からもあったとおり、ドライバー不足が深刻な問題となっている。 

この問題をクリアしていくため、独自に様々な活動を行っているところではあるが、委員皆さんの意見

をいただきながら、この問題を乗り切れるよう努めていきたい。 

 

・委員 

地産地消についてはイベントなどの売上をKPIに設定しているが、実際にはそれだけではなく、地域で

採れた色々なものを活用していくことも重要。 

学校給食や飲食店での利用拡大が必要だが、実際に使うとなると、必要量を確保することが難しく、近

所のレストランでも地産地消イベントを行っていたが、１週間程度の期間が限度であった。地産地消の

推進にはやはり様々な課題があると実感したところである。 

しかしながら、地産地消は地域への愛着度を高める重要な取組であり、新しい住民が増える中で「住め

ば都」と思える雰囲気作りが大切である。 

 

・委員 

安平町の道の駅を管理しており、鉄道の歴史や資料館の案内を通じて安平町の魅力を発信している。近

年ではオーガニック宣言も行っており、町外の来客者からは、安平町のイメージとして被災後に建設さ

れた「早来学園」、それと「オーガニック」というような声をいただいている。 

安平町のみならず、１市４町それぞれの魅力を相互に把握し、連携を深めるべきだと考えている。 

また、イベント参加者への聞き取りでは、８～９割の方がSNSでイベントを知ったとの回答であったほ

か、参加者の５割強が札幌圏内、残りが千歳や胆振近郊からの参加者であった。 

観光から移住へつなげるには、働き口と住む場所の確保が不可欠であり、各分野との連携が重要。 

地域間の体験イベントなどを通じて、観光客を地域内で循環させられるよう努めていきたい。 

 

・委員 

一般市民の立場として、北海道日本ハムファイターズ２軍誘致をぜひとも実現させてほしい。 

また、これを契機として、交通アクセスの利便性向上を進めていただきたい。 

１市４町それぞれのアクセスはもちろん、全道各地から本圏域に来やすい交通アクセスの整備ができ

れば、北海道日本ハムファイターズに限らず、通院、買い物、観光など、多方面での利便性向上が図れる

チャンスである。 

 

・委員 

防災と教育の観点からお話させていただく。 

防災については、例年防災イベントで防災時の風呂敷の使い方教室を開催しているほか、今年は防災士

の資格を取得し、防災リーダーとしての活動も行っている。 

先日、安平町へ行く道中で自動車の横転事故があり、迂回しなければならないなど、そういった些細な

事故や災害が発生した際に、様々な問題が生じてしまうと実感した。 

圏域内においても、海沿いの町もあれば内陸の町もあるというところで、環境は異なっていたとして



も、行政のみではなく、市民・町民参加型の合同防災訓練や学びの機会を増やしていくことで、防災意識

の醸成が可能と考えている。 

また、必ずしも災害に遭う場所が自分の住む市町に限らないことから、圏域それぞれの防災情報を自分

ごとと捉えられるような取組を協力して展開していけると良い。 

教育分野については、先日参加した子育てフォーラムでは、保育士不足や病児保育についての問題が提

議されていた。私は、子どもが「はやきた子ども園」に通っている中で園の魅力を感じ、現在は職員とし

て勤めている。そういった、この園に通わせたい、勤めたいと思えるような、魅力的な園づくりが必要だ

と考える。 

ただし、どの市町にも異なる特性はあるため、それぞれの特性にマッチした、魅力的な園づくりを推進

するほか、どんな魅力があるのかを知る機会があると良い。 

最後に、病児保育に関しては、今もインフルエンザが大流行していて、急な迎えが必要になる場面が多

い。親の働きに関わることからも、１市４町で病児保育についてどう対応していくのか、そこを検討する

ことが重要だと考えている。 

 

・副座長 

各地域は自身の魅力を把握しているが、相互連携が不足しており、情報発信・共有が不十分であること

がもったいないと思っている。私自身、札幌在住時は胆振圏内のことは全く知らなかった。移住して初め

て知れたことがたくさんあったが、そこはやはり情報発信などが不足しているということ。 

どのように圏域の情報や魅力を発信していくのか、それぞれの市町で抱える問題点は異なるが、そうい

った点を委員の皆さんと意見交換しながら、解決に向けた検討を行っていければよいと考えている。 

 

・座長 

各委員の意見に共通する点としては、やはり人口減少とそれに伴う高齢化、若者の減少といった課題が

挙げられている。 

対策として、医療や福祉のネットワーク化を進めていこうとする動きはあるが、人口そのものが減少し

ているため、やはりどこかで限界が来る。そのことからも、新たな人材、特に若者に来てもらうというの

が共通課題なのかと、聞いていて思ったところである。 

１市４町それぞれで見れば、移住に向けた取組を進めており、移住者も増えているが、全体としてはま

だまだ僅少であり、新たな産業などによる大規模な移住というのは、難しいものであると感じていた。  

幸い、１市４町ではないが、千歳市にラピダスが進出し、1,000人程度の雇用もあると聞いている。全

員とはいかないが、一定期間、圏域への定住が見込めると同時に、経済効果も狙えるのは幸運なのではな

いかと思う。 

北海道日本ハムファイターズの話も出ていたが、これは確かに千載一遇のチャンスなんだろうと聞い

ていて感じた。今は北広島に人が流れているが、２軍誘致によって苫小牧市に流入することになれば、地

域の活性化につながる。そうなると、交通整備を進める必要があることから、他の課題解決にもつながる

のではと思ったところである。 

各市町の連携においては、確かに互いの魅力を意外と知らないことが多い。圏域内の相互理解を深める

ことで、一歩進んだ連携案が出る可能性が高まると思う。 

７月にあったカムチャツカ半島地震では、地震こそなかったものの、夏休み期間中の公開講座を実施し

ている期間でもあり、避難所運営を行った。道路がパンクした影響もあり、市職員が到着するまでに相当

の時間を要したことを記憶している。そのような事態になることも想定し、やはり市民・町民参加型の避

難訓練があることで、市民の防災意識が醸成されると思う。 

鳥獣被害について、鹿や熊のニュースが急増している。農業被害にフォーカスされるのはもちろんであ

るが、JRが鹿と衝突し、生徒が遅刻するなど、交通被害についてもフォーカスし、圏域全体で対策の検討



を行う必要がある。 

最後に、学識分野とは関係ないことだが、職業柄、道外の企業関係者と話す機会も多く、東胆振圏域の

特徴でもある冷涼な気候や積雪量の少なさをPRすることが多い。 

特にものづくり企業には積極的にPRしているところだが、共生ビジョンでは概況の説明にて少し触れ

られている程度。道内外問わず、積極的に発信していくことも必要ではないか。 

 

・座長 

 委員から出た意見を踏まえ、事務局から。 

 

・事務局（政策推進課長） 

多くの御意見を賜り感謝申し上げる。 

まず、人口減少時代に伴う上下水道の整備について、広域連携が必要不可欠であるという御意見につい

て。 

令和７年度から共生ビジョンにおいて「し尿・汚泥の共同処理」を新たな取組として掲げている。上下

水道は受益者負担となることから、人口減少に伴う影響は大きく、切実な問題。圏域住民の生活を守って

いくことが定住自立圏における重要な視点であるため、上下水道に関わらず、考えていくことが重要だ

と認識している。 

圏域の魅力については「東胆振地域ブランド創造協議会」を立ち上げ、地域の特産品や商品などの魅力

発信に取り組んでいるが、まだまだPRが足りていないとの御指摘だと受け止めている。 

圏域としての魅力をさらに広く知ってもらうため、今後、様々な担当部局と共有し、連携強化を図って

いきたい。 

鳥獣害対策についての御意見もいただいたが、以前にもこのビジョン懇談会において同様の御意見を

いただいたことがあったと記憶している。 

一自治体のみに生息しているわけではないことから、広域的な対応が必要という認識のもと、１市４町

で組織している「総合開発期成会」において、北海道に対して要望活動を行った経緯がある。 

熊については、北海道に限らず、全国各地でニュースとなっている問題であることから、国の政策等を

見極めながら、必要に応じて北海道に対しても支援を求めていく必要があると感じている。 

 

(7) その他 

 

・事務局（政策推進室長） 

本日は貴重な御意見を賜り感謝申し上げる。 

それぞれの分野における課題が中心だったと認識しているが、１市４町に渡る広域の懇談会というの

はなかなか無い場面であるため、委員の御意見はとても刺激になり、参考になる部分である。 

本日出た課題はいずれも１市４町、広域でどう解決していくかが重要と捉えている。 

中でも、皆様からお話のあった「北海道日本ハムファイターズ」の関係では、１市４町、さらには胆振・

日高の自治体まで協力いただき、取り組んでいるところ。経済効果も大きいものになろうと思われるが、

委員からの御意見としてあった「公共交通の充実」などにいかされれば良いと考えている。 

１市４町、それぞれ強みもあれば弱みもあるため、本日いただいた御意見を踏まえ、強みはさらに伸ば

し、弱みは補えるよう工夫しながら取り組んでいくことが重要。 

今後も１市４町それぞれの所管部署でしっかりと検討を行い、圏域としての取組拡大、強化につなげて

まいりたい。 

 

(8) 閉会 


